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明･清時代の北京城の都市計画と構成配置のもつ意
味
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元の末、モンゴル政権に反抗する蜂起が相次ぎ、全国各地を席巻 した。長江(揚 子江)下 流
一帯で勢力を伸ば し続けた朱元璋が
、国土の半分にあたる長江以南を手中に収めた。至正27
年(1367年)、 朱元璋は麾下の徐達と常遇春の2将 軍に兵を率い北部を討伐するように命 じ、
翌年の7月 、徐達将軍は諸軍を大運河の重要な拠点である臨頭に結集 し、徳州、通州等を攻め
落 とし、元王朝の心臓部である大都に迫った。明の洪武元年8月2日(西 暦1368年9.月12日)、
明軍は大都に進攻 し占領 した。元の順帝 ・トゴンティムールは后妃や太子、それに一部のモン
ゴル人大臣と共に、健徳門から北に逃亡した。 ここに、98年 間続いた元王朝による中国統治
が終わりを告げた。
徐達は、元の大都を攻略 した後、大都を北平 と改めた。 この時、元の順帝はモンゴル高原に




明王朝は、北平城を建設するにあた り、荒廃 した北の一画を放棄 し、大都時代の北側城壁か
ら南に約2。5キロメー トルの所に、積水潭の水を東に引く水路の南岸沿いに、新たな城壁を築








められ、正統4年(1439年)に 完成 した。 これに
伴い、麗正門、文明門、順承門、斉化門、平則門も、
それぞれ、正陽門、崇文門、宣武門、朝陽門、阜成
門と改名 された。9つ の門の名称は、そのまま今 日
まで伝えられている。また、風水の考え方から、明
王朝は元の 「大内裏」を全て取 り壊 した。
しゆてい
洪武3年(1370年)、 朱元璋は第4子 の朱棣を北






















永楽4年(1406年)か ら宮殿の造営に着手 し、城壁を築いた。同5年(1407年)、 四川、湖
広、江西、浙江、山西等の各地に大臣を派遣し、宮殿造営用の木材を調達させた。当時、職人
23万 人 と百万人以上にのぼる人夫 と兵士が宮殿造営工事に動員された。北京城の建設は、永






















明 ・清時代の北京城の都市計画 と構成 配置の もつ意味
新しい中心点が南の万歳山の位置に移った。
明代の紫禁城は、元代の宮城跡地に、新たに設計および造営された。両者を比べると、明代
の紫禁城は、元代の宮城 「大内裏」跡 よりやや南に位置をず らしている。しか し、東西両側の




築き、万歳山と名付けた(清 代初めに景山と改名)。 一般には 「煤 山」と呼ばれた。万歳山の
中央の峰が、丁度、延春閣の跡地に位置した。明代 にその跡地に築山を築いた目的は、前王朝
の 「風水」を封 じ込めることにあった。そこで、この山は、別名 「鎮山」とも呼ばれた。北京
城全体の平面配置構成上、万歳山はさらに重要な意味を持っていた。万歳山の中央の峰が、古

















スムーズに行なわれない と、す ぐに河川が氾濫 し災害につながった。紫禁城内は、大小の建物
が軒を連ね、地面の大半はレンガや石が敷きつめられていたが、豪雨が降った ときでも、雨水










これ ら前朝 と内廷をあわせた6棟 の建物は、全て北京城の中心軸上に建て られ、最 も重要な




けられている。 さらに北に進む と紫禁城の北門である玄武門(清 代に神武門と改名)が ある。
門は北側の万歳山と正確に向き合っている。
しゃしょくだん
明王朝は、太廟(訳 注:皇 帝の祖廟)と 社稷壇(訳 注:社=天 地の神 と稷=五 穀の神に五穀
豊穣、国平安を祈るとき、行事が行われる祭壇)を それぞれ紫禁城南門の外の左右両側に建て、














承天門(清 代初めに天安門と改名)前 にT字 形の宮廷広場が作 られた。広場は東、西、南の
三面にめぐらされた城壁によって完全な閉鎖空間となっていた。東西両翼および南に突き出た
部分にそれぞれ門が設けられた。東が長安左門、西が長安右門、南側が大明門(清 代初めに大











明朝は、北京城の四面に天、地、山川、 日、月を祭 る5つ の祭壇を次々と建て、北京城を宇
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明 ・清 時代の北京城の都市計画 と構成 配置の もつ意味
宙的象徴で満た した。天壇の造営工事は永楽4年(1406年)に 始まり、14年 の歳月をかけて
永楽18年(1420年)に 完成 した。天壇は面積273ヘ クタール とい う紫禁城の何倍 もの広 さを








天 壇 の南 側 に あ る 圜 丘 は 、 天 を祭 る祭 壇 で あ った 。 昔 の 人 々 は 、 「天 は 円 く、地 は 四角 い 」
えんきゅう






(訳注:木 星)、風、雲、雷、雨、海、』山などの神 を祭る場所であった。天は南の城外に祭 り、
地は北の城外に祭るのが、中国古来のしきた りであった。嘉靖9年(1530年)、 天 と地を分け
て祭ることが定められ、従来の天地壇は、名を天壇 と改められ、天のみを祭 るものとされた。























ったほか、南西から北東の正陽門前に通 じる斜 めの通 りが何本かでき
た。こうした外城の様子は、通 りや街並が整然 と並ぶ内城と明 らかに趣を異にした。
外城の完成にともない、正陽門の南側を基点として、東西に向き合 う天壇と山川壇の問を抜
け、永定門まで伸びる1本 の直線通 りができた。 この通 りは、北京内城の中心御道の延長であ
り、北京城全体の中心軸でもあった。この中心軸は、永定門を起点として、北に向かって紫禁
城の中心と景山の中央の峰を通 り、最終的に鼓楼 ・鐘楼に達するもので、全長8キ ロメー トル
近 くに及んだ。この中心軸は北京城の平面的配置構成の中心を示 し、皇帝の宮廷が城全体の中
心に位置することを際立たせ、帝都の設計理念を具現 していた。中心軸およびそれを基本 とし
て生まれた東西対称 とい う都市配置構成は、北京城 を平面的に見た場合の最大の特色である。
図4明 代に おける北京城の 中心軸
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明代の北京城内で最 も目立ち、:最も堂々とした建築群は、全城の中心に位置し、金色に輝 く
皇居宮殿である。明代の皇居宮殿は、建築構成上、周到な設計に基づいて造営された。皇帝権
力の至上性 とい う中心コンセプ トを具現 し、皇居宮殿 としての荘厳さと雄大さを備えた雰囲気







の外に、各官庁が集中して配置 された。東側には宗人府(訳 注:宮 内庁にあたる)、吏部(訳




部(訳 注:土 木事業 を管掌)、
こ う ろ じ
鴻臚寺(訳 注:外 交、朝貢使節の






















宮殿で行われ、皇帝 自らが出題する試験)と 呼ばれた。殿試が終わると、合格 した 「進士」一
人一人の名前が殿上で呼び上げ られ、合格者の名前が書き込まれた 「黄榜」(訳 注:黄 色い紙
が使用された。金榜 とも言 う)が 午門に掲げられた。その後、黄榜はさらに楽隊に先導 されな
がら天安門を抜けて宮城広場に入 り、そこか ら向きを変えて長安左門の外に出て、そこに臨時
に建て られた 厂龍棚」内に掲げられた。主席合格者の 「元状」に引き連れ られた進士たちが合









宮廷広場の北端の中央に位置する荘重な造 りの承天門(天 安門)が 、皇城の正門である。門
の前面には漢 白玉石の石橋と華表(訳 注:旧 時の様々な事跡を記 した石柱)が 設けられていた。













見 したり、盛大な儀i式を執 り行なった りした。皇極殿は紫禁城内の建物群の中で最も大きくか
つ荘重な造 りの宮殿である。幅63.96メ ー トル、奥行 き37.17メ ー トル、高さ26.92メ ー トルを
有 し、72本 の円柱で支えられている。







明 ・清時 代の北京城 の都 市計 画 と構成配置 のもつ意 味
規模;から屋根の形式にいたるまで、一律に厳格な格式区分が設 けられていた。紫禁城内の建物
は、その使用 目的 と建て られる場所によって、異なる屋根形式が採用され部屋数 も異な り、そ
れによって主建築 と付属建物が区別 された。 このことも、厳格に統一された宮殿郡に一定の変
化をつける効果をもたらした。
古来の都城造営のしきた りに従 うとすれば、皇居の左側に祖先を祭 る太廟を置き、右側に土
地 と五穀の神を祭る社稷壇を置かなければな らなかった。永楽18年(1420年)、 承天門の東側
に太廟が建てられ、万暦年間(1573-1620年)に 再建 された。太廟 と東西相対する社稷壇は、
承天門の西側に位置する。内部には中央が黄色、東が青、南が赤、北が黒、西が白とい う五色






た八旗(訳 注:清 朝に忠誠を誓った満州人、モンゴル人、漢人か らなる軍隊。各々8軍 団に分
けられた)に 投降した漢人を除き、全ての漢族官僚および商人、住民がことごとく外城 に移さ
れ、そこに居住させ られた。同時に、決まりを設け、漢人の内城への出入は許可するが、宿泊
は禁じるとした。一方で、旗人は俸禄 を受け取 り、生産に従事 してはならないとし、全ての旗
人を明代から残 された住宅に居住させることにした。 こうした民族隔離政策は新王朝の中期
(道光年間)ま で続き、その後、徐々に緩和 された。 このように、清代の北京城内の行政区分
は満城(北 城)と 漢城(南 城)の2つ に分ける制度が採 られた。
満城(北 城)で は、八旗が地区別に駐屯し防備する制度を実施 し、各旗の満州人、モンゴル
人、漢人の各軍を、それぞれ決められた居住 区内で防備にあたらせ、混在を禁 じた。満州人人




















こうした雑然した社会ではあったが、地区的にはそれな りに境界ができていた。 しか し、内
城のような階級的境界ではなく、外城は職業によって区分 されていた。『郎潜紀聞初筆』の中
の御史(訳 注:監 察官)巡 城諺にある 「中城は珠玉と錦織 り、東城は織物 と豆 ・穀物、南城は
鳥肉 ・魚 ・花 ・小鳥、西城は牛 ・羊 ・薪 ・炭、北城は衣冠 ・盗賊」という言葉が、外城5地 区
しんえん
のそれぞれの職業的特長をよく表わしている。 さらに、『宸垣識略』は、正陽門大街の東側に






統計によれば、明代に建て られた会館はわずか40軒 であったが、清代に入 り、その数が400軒
あま りに増えた。これ らの会館は、次の2種 類に分 けられた。1つ が、殿試を受験する挙人
(訳注:各 省が行な う科挙試験の合格者)、転任や職を解かれた役人のために 厂宿泊場所」を提
供する会館で、全体の80%以 上を占めた。いま1つ が、工商会館である。現在確認できる工
ようぜい けんりゅう
商会館の数は、清代前期だけで30軒 あま りあり、その多 くが雍正、乾隆年間(訳 注:1722-
1795年)に 建てられたものである。会館の発展は、北京外城社会に大きな影響を与えた。 と
りわけ工商会館は、数の上では 「試館」タイプの会館に遠 く及ばなかったが、同業組合 という
性質上、徐々にまとまった商業社会を形成するにいたった。
北京の地域開発に対する貢献とい う点でいえば、清朝は巨費を投 じて北京城の北西郊外に、
庭園を配 した景勝地の開発を進め、壮大な規模 と豪華 さを誇る離宮宮殿を数多 く建設 した。こ
れが、よく知られた北西郊外の 「三山五園」、すなわち玉泉山の静明園、香山の静宜園、万寿
せ い い い わ え ん ちょうしゅんえん
山の清満園(頤 和園)、 ならびに暢春園、円明園である。清の時代、北京の北西郊外では前人
の建てた庭園を利用 し、大規模な増築工事が行なわれ、数多 くの離宮、別館が建てられ、庭園




円明園が造営された。さらに円明園に隣接 して、長春園、綺春園(後 に万春園 と改名)が 相次
おうざん せ い い
いで造営 された。その後、瓮山(現 在の万寿山)、玉泉 と香山に、それぞれ新たに清潴園、静
明園、静宜園が造営された。そして、これらの庭園の問を埋めるようして、次々に王族、大臣
















「中庸の徳たるや、それ至れるかな」(訳注:道 徳の価値 としての中庸は最高である)と いう思
い
想 を 具 現 した。 い わ ゆ る 「中庸 」 にっ い て 、 北宋 の 学 者 程 頤 は 、 「偏 らず と は、 之 を 中 と謂 い 、
か













も工夫が凝 らされた。 しかも、中央通路の格式は、っねに住む者の身分に相応 したものでなけ
ればならなかった。
人々が君主の権力を擁護するとい うイデオロギー を守っていたので、都城は強大な絶対権力
が集中す る実体 とみなされた。核 となる小農経済は王朝の確固たる経済的基盤であり、君主 ・
家長中心の価値観が文化的範疇の基本的内容であった。皇位制度はこうした条件の中から調和
的に誕生 したものであった。王朝の全ての臣民、とりわけ北京に住む臣民が重んじた規則、価
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【要 旨】
明清 代の北京城 は、元朝の大都城 を基礎 と して新 たに計画 し直 して建設 された もので、元朝 の大都城を
継承 しつつ、さ らにそれ を改造 したものであった。
明の成祖(明 朝 第三代永楽帝の廟号)朱 棣 は即位後、北平 に遷都 して ここを北京 と改 めた。 そ して新北
京城 の建 造 とい う大事業 に とりか かったのであった。北京城 の建設は永楽四年(1406年)か ら開始 され、
永楽十八年(1420年)に 基本的に完成、14年 もの月 日が費や され たのである。
明朝前期の北京城の輪郭は方形 であ り、宮城(紫 禁城)の 中心 は南 に偏 り、その他の建 物は皇宮(皇 居)
の周 りを取 り囲んでいた。 そのため北京城全体 は内 か ら外 に向か って大小不ぞ ろい な城壁 が三重 に取 り囲
み、そ の幾何学的 中心 は万歳 山(今 景 山)の 位置 にあるとい う構成 であった。
明代 の北京城 で最 も傑 出 し、最 も偉大で あった建築群 は、 北京城全体の 中心 にあった黄金 に光 り輝 く皇
宮で あった。皇宮 の中央御道 には6っ の最 も重要な宮殿が建 て られていた。皇宮建築群の最南端 、承天 門
(天安門)の 外 には"T"字 型 の宮廷 広場 があ り、広 場両側 には朝廷 の護衛所が集 中的 に配置 され ていた。
これ ら中央行政機構は宮廷広場を通 して宮城 と一体 となって いたのであった。
明朝 中期 には蒙古 の騎兵 隊がたびたび南下 して北京の安全 を脅か した。そ こで北京城の防衛 を強化す る
ため、嘉靖三十二年(1553年)南 郊外一帯を包囲す る外羅:城が建設 され た。本来 の計画で は北京 の内城 の
周囲 四方 を取 り囲む よ うに外城 を建設 する予定であ ったが、財 政不足のため南郊外の城壁 を取 り囲む だけ
の もの になった。外城 の建設に より北京城の平面上の構造は独特 な凸字型 の輪郭 を とるよ うになった。
外城の完成 によ り、正 陽門には南 の永定門に向か って一本 のまっす ぐな大道 が現れた。それ は北京 内城
の中心御道の延長で あ り、 これ よ り北京城 には南北に走 る一本 の中軸線 が形成 されたのであ る。 この 中軸
線 は永定門か ら北 に向か って紫禁城 の中心 と景山の主要な峰 を通 り、最 後に鼓楼 と鐘楼 で止ま る、全長8
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㎞ 近い ものであった。 この中軸線 は北京城 平面構造 の中心であ り、皇帝の住まいで ある宮 廷の全城 内にお
ける中心的地位 を際立たせ て、帝 王の都 としての設計思想 を体現 していた。 中軸線及 びそれに よって作 り
出 された東 西対 称の構 造が北京城の平面景観 にお ける最大 の特色である。
清朝の統治者 は明朝 の北京城 を完全 に引き継 いで使用 し、何 の変更も加 えなかった。紫禁城の 中です ら、
建築物の再建や修理、局所 的な小 さな範囲内で の改造 、増 築作業 を行 った のみで あった。 しか しなが ら、
清朝は満州族 と漢族 の分離政策 を採 り、満 州族 は内城 へ、漢族 は外城へ住 まわせた。 これ が原 因で、清朝
での北京内城、外城の社会生活上 の特色 は異 なるもの となった。
その他、清代 はかつて膨 大な財力 を投入 して北京 北西郊 外に皇帝一族 のための大規模 な景勝地 を開発 し、
空前の規模の非凡かつ華麗 な離宮建築群 を造営 したのである。
【コ メ ン ト】 金坂 清則'
唐暁峰教授:の発表は、元から明の帝都、次いで明から清の帝都 となることによって、北京
(北京城)が 時の権力者によってどのように改変され、その都市プラン ・都市構造がいかに変
容 したか、いわば都市プラン ・都市構造の持続と改変 ・変容の実態を、歴史的事実に即 して、
歴史地理学 ・都市地理学的な観点から具体的に示 したものである。的確な史 ・資料の活用 と風
水や都市制度への着目(当 然のことではあるが)に 加えて、コスモロジー論のよ うな比較的新




②資料、③外国人の研究 とい う、相互に重なる3つ の側面から行った。




G.W.Skinner・ 斯波義信 らによって体系的に論 じられた都市の階層性が重要な論点になるか
らである。また、このような比較の視点の導入によって明 ・清北京城の特質とその歴史景観の
今 日的価値がより明確にな りそれを都市整備に生かすことができると考えられるか らである。
第2に 、都市史 ・建築史学や歴史学(日 本の場合に比べれば関係がより強い)な ど隣接分野か
らの北京の都市史研究についての唐教授の見解の提示があったならば一層よかったと思われる。
学問分野間の越境 ・交流とその中での歴史地理学の独 自性の追求が、本研究のようなテーマに
あっては とりわけ必要であるか らである。さらに第3点 として、世界で広 く注 目を集めてきて
いる都市の歴史的景観の保全の問題が北京にあっても重要かつ緊急の課題であることか らすれ
ば、その前提 として、北京城の歴史的景観が論理的にはどのように評価されるものなのかを研
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